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〈 概要 〉 小 学校外国語活動 の 目標 で あ る 「積極的に コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 図 ろ うとす る 態度 の 育

成 とコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 の 素地 J を養 う方法 と して 、方略 的能力に着 目 した指導計画 と教材

乍成を行 い 、実践授業 を通 して 、指導者 と児童 に どの よ うな変 容が見 られ るかに つ い てそれ ぞれ

検証 した。本研究 で は 、小学校の コ ミ ュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン能力 の素地 づ くりに 必 要な手立 て として の

方略的能力 の 育成を どの よ うに指導すれば効果的で ある か 考察 し た。
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方略的能力、 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力、需 語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 、非言語 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

1．は じめに

　 平成 15 年 3 月 に 文部科学省に よ っ て策定

され た 「『英語が使 え る 日本人』の 育成 の ため

の 行動 計画 」 で は、国際仕会 に お け る英語 の

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 の 必要性 が 示 され 、

英語教育の 改善 の 目標 や方向性 が 示 され た。

さらに、平成 20 年 3 月 には、小学校学習指

導要領が改訂 され、小学校第 5 学年及び 第 6

学年 に 外 国語 活 動 が新設 され 、年 間 35 単位

時 間 の 授業時数 を 確保 し た。外国語活動 の 新

訣 の 趣 旨は、「社会や経済 の グ ロ ーバ ル 化 が 急

速に 進 展 し、異な る 文化 の 共存や持続可 能や

発展 に 向 け て 国際協力 が求 め られ る とともに 、

人材育成面で の 国際競争も加速 して い る こ と

か ら、学校教 育に お い て 外 国語 教育 を充実す

る こ とが 重要 な課題 の
・
つ とな っ て い る」 た

めで あ る。外 国語活 動 の 目標 の 柱 は、「外 国語

を通 じ て 、言語 や 文化 に つ い て 体験的 に理解

を深 め る」 「外国語 を通 じ て 、積極的に コ ミ ュ

ニ ケ ー
シ ョ ン を 図 ろ うと す る態度の 育成 を 図

る 」、「外 国 語 を 通 じ て 、外 国 語 の 音声や 基本

甑な表現に 慣れ親 しませ る」 で ある。こ れ ら

の 柱を踏 まえた活動を体験する こ と で コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン能力の 素地 を養 うこ とが 日標 で

あ る 。

　そ こ で 、本研 究 で は、「語彙や 文法表現知識

の 少 な い 小学生 で は、ジ ェ ス チ ャ
ー

等 の 非言

語 的 な手 段 に頼 る こ とにな る 。 実は，ジ ェ ス

チ ャ
ー

な どの 非言 語的方 略 は ， コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 を構成 す る 重 要な能 力 の
一

つ で あ

る 」とい う大城 （2008 ）の 見 解をも とに 、

方略的能 力 を生 か した コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能

力 の 育成 に つ い て の 考察 をお こなっ た。

　　大城賢 （2008 ）に よ る と コ ミ ュ ニ ケ

　
ー

シ ョ ン 能力 とは 、

　  文法能 力 （文や 文章 を作 り出す能力 ）

　   仕会 言 語学的 能力 （発話 の適切 さ を 判 断

　　　　　　　　　　　で き る能力）

　  談話能力 （文 レ ベ ル で は な く文章 の 構成

　　　　　　　に 関わ る 能 力）

　  方略的能 力 （語 彙力 な ど の 不 足 を補 っ て

　　　　　　　 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を続 け

　　　　　　　て い く能力）

の 大 きく分 け て 四 つ の 能力 か ら搆成 され て い

る と述 べ て い る ．

　本研 究 で は、そ の 中の
一

つ で ある方略的能

力 に 焦 点 を当 て た。方 略的能 力 とは、語彙や

文法等 の 知識 の 不足 を補 い 、何 とか して 相手

との コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図 ろ う とす る能力

の こ とで ある。方略的能力に焦点を当て た背

景に は 、「二 者間 の 対話で は 、こ とば に よ っ て

伝 え られ る メ ッ セ
ー

ジ （コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の 内容 ） は 、全 体 の 35 ％ に す ぎず、残 りの

65 ％は、話 しぶ り、動作 、
ジ ェ ス チ ャ

ー
、

相手 との 問 の と り方な ど、こ とば以外 の 手段

に よ っ て伝 え られ る」 と述 べ て い る非言 語 ゴ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 研 究 の レ イ ・L ・バ ー
ドゥ

ィ ス テ ル に よる研 究結果 に基 づ い て い る。

　 こ の よ うな結果 に よ り、人 との コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン にお い て、非 言語 が 非常に 重要 な役

割を もつ こ と を再認識す る こ とが で き る。さ

らに、マ ジ ョ リー ・F ・ヴァ
ーカ ス は 、九 つ

の 種 類 の 非 言語 メ デ ィ ア と し て 「身 体的性状」、
「動作 と 表情」、「H の 使 い 方 」、「周 辺 言語 」、

「沈黙」、「身体的接触 」、「空間 と距離」、「時
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（
一

般研究）学習教材 ・指導

問1、
「色彩」 を例 に あげ て 、

「こ とばよ り も強

く」 語 りか け て くる非言 語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン の 優位性 を示 して い る。

　本研 究 で は、そ の 中の 、「動作 と表情、目の

使 い 方 」 で あ る 「ジ ェ ス チ ャ
ー

」 「ア イ コ ン タ

ク ト」 などの 非言語 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に 加

え 、「つ なぎ言葉 」 や 「あ い つ ち 」 を指 導す る

こ とで 、方略 的能力 を生か し た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 の 育成 に 効果 が ある の で はな い か

と考え、検証をお こ なっ た。

　2 ．研究内容

1 ，ALT の 方略的表現 の 現状

　・授業風景を録画 し、ALT が児童に投げ

　か け て い る英語表現及 び 方略的表現 を書き

　出し、分類分けする。

2 ．児童 は ALT の 話 し て い る こ とや 方略的

表現を ど の程度理 解 し て い る の か 調 べ る。
3 ．現状を把握 し、ALT と授業改善の 余地

　を話 し合 う。

4 ．方 略的表 現を動画で 撮影 し、積極的に 方

略的 表現を使 うと 、
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の

幅 が 広 が る こ とを指導 す る 。

5 ．検 証授 業 をお こ な う。（2 回）

　買 い 物、道案内、クイ ズ 大会 な ど、揚 の 設

　定を 工 夫す る。

6 ．録画 し た検証授業を も とに、児童 の 行 動

分析を し、検 証前 と比 較す る 。 方略 的表現

　を積極 的 に 取 り入 れ た 指導する こ と で ど の

程度 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の幅が 広が っ た か

や児童 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 対する気持

　ち の 変化があ っ た の か を調査する。

　考察で扱 う方 略的 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力

　 ・ジェ ス チ ャ
ー

　 ジ ャ ス チ ャ
ー

とは、身振 り手 振 りの こ とで

あ る。本研 究 で は、小 学校 の 発 達段階で は 、

英語 の 語彙や文法 の 知識が 少 ない と考え られ

る た め 、単語 が わ か らない 時に、コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 中断 さ せ る の で は な く 、ジ ェ ス チ

ャ
ー

を使 っ て 、積極的に相 手に 白分 の 思 い を

伝 えるため の 手立 て とす る。

　 ・アイ コ ン タ ク ト （表情）

　 ア イ コ ン タク トとは 、 目 で 合 図 し て 、意思

を伝 え合 うこ とで あ り、「私はあなた の話を聞

い て い る 」 と い う合図 に もあり、信頼関係 を

高め る効果もある 。 さらに 、視線 だけ で はな

く表情を和 らげて 聞い た り、話 したりす る こ

と に よ り、よ り よい コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を図

る こ とに つ なが る と考え られ る。

　 ・
つ な ぎ言葉

　つ なぎ言葉 とは 、会話 を つ な ぐ役 割 が あ り
、

話 の 流れ を整 理 し た り、相手 に 同意を伝 えた

り等 、
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 幅 を広 げる様 々

な効果 が ある 。

　 ・あ い つ ち

　あ い つ ち とは、弟 子と師 と向か い合 っ て 互

い に鎚 を打 っ こ と の 意味が あ り、「相槌を打つ 」

とは、相手 の 言葉 に同意 の しる しを表 して う

な つ く。相 手 の 話 に調子 を合わせ る と い う意

味が あ る 。

　取 り上 げた指導例

　 ジ ェ ス チ ャ
ー

（非言語 手段）

　 ア イ コ ン タ ク ト （非言 語手段 ）

　 つ なぎ言葉及 ぴ あ い つ ち （言 語手段 ）

　
・相手 の 発言 に対 して の 反応 を積極 的 に伝

　　える表現

　
・

コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を中断 させ な い ため

　　 の 表現など。

　Ah ・ha！uh ・huh　That’s　nice ．　That’s　right ．

　Yeah 、　 Me
，
too．　Really？How 　about 　you ？

　 Let　 me 　 see ．　 I　 see ．　 Well＿　 Pardon ？

　Why ？ Because，
　 3 ．ま とめ

　方略 的表現を積極 的に児童 に指導す る こ と

で コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 幅 が広 が る こ と、さ

らに児童が他者 とコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図る

こ とへ の 楽 し さや喜びを味わ うこ とを期 待 し

本研 究を継続 し て い きた い 。研 究成果 を あげ

る た め に も、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 場面 を作 り、

積極的に 指導 し た方略的表現 を使 うで あ ろ う

場面 を 必然的に 設 定す る こ とが 重要 とな る 。
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